
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年度における人事行政の運営等の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年１１月 

 

石 巻 市 

 

 

  



 

 

 

 

あ 

 

 



 

 

- 1 - 

１ 職員の任免及び職員数に関する状況 

(1) 職員の任免 

ア 採用者の状況 

令和４年度に採用した一般職の職員の状況は、次のとおりです。 

（単位：人） 

区  分 採用者数 備   考 

一般行政職 ２６ 
行政２０、社会福祉士１、歯科衛生士１、 

保育士４ 

一般行政職（任期付） ７ 行政１、保育士５、学芸員１ 

一般行政職（再任用） ２８ 行政２０、土木５、保育士２、学芸員１ 

労 務 職（再任用） ６  

医 療 職 ５ 看護師３、診療放射線技師１、社会福祉士１ 

医 療 職（再任用） １ 診療放射線技師１ 

教 育 職 １０ 
市立高等学校教諭５、指導主事３、 

社会教育主事２ 

教 育 職（再任用） １ 幼稚園教諭１ 

計 ８４  

 

イ 職員の退職に関する状況 

令和４年度に退職した一般職の職員は、次のとおりです。 

（単位：人） 

区  分 
定年 

退職 

勧奨 

退職 

普通 

退職 

任期 

満了 

分限 

免職 

懲戒 

免職 

死亡 

退職 
合計 

市長の事務部局 ２４ ６ ３８ ３６   １ １０５ 

教育委員会の 

事務部局 
８ ２ １５ ７    ３２ 

その他 １  １     ２ 

計 ３３ ８ ５４ ４３   １ １３９ 

※ 「その他」は、議会事務局、選挙管理委員会事務局、監査委員事務局及び農業委員会事務局にな

ります（以下同じ。）。 

 



 

 

- 2 - 

ウ 昇任制度の概要と実施状況 

令和４年度に昇任した職員の状況は、次のとおりです。なお、職員の昇任については、

選考を行っており勤務成績が良好であることが必要です。 

（単位：人） 

区   分 部長級 次長級 課長級 課長補佐級 係長級 主任主事級 主任労務級 合 計 

市長の事務部局 １１ １３ １８ ４１ １４ ５３ ４ １５４ 

教育委員会の 

事務部局 
１ １ １ １  ２ １ ７ 

その他  ２      ２ 

計 １２ １６ １９ ４２ １４ ５５ ５ １６３ 

 

エ 派遣職員の状況 

(ｱ) 派遣した職員 

令和４年度に石巻市から他団体等に派遣した職員の状況は、次のとおりです。 

                         （単位：人） 

派  遣  先 行政職 労務職 

内閣府 １  

経済産業省 １  

宮城県 １  

宮城県後期高齢者医療広域連合 ２  

宮城県地方税滞納整理機構 １  

石巻地区広域行政事務組合 １０  

計 １６  

 

(ｲ) 派遣された職員 

令和４年度に他団体等から石巻市に派遣された職員の状況は、次のとおりです。 

                         （単位：人） 

派  遣  元 行政職 労務職 

石巻地区広域行政事務組合 ６ ３ 
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オ 障害者の任用状況 

令和４年６月１日現在の身体等に障害のある職員の任用状況は、次のとおりです。 

（単位：人） 

区   分 
法定雇用障害者数の算定

の基礎となる職員の数 

職員のうち障害のある職員数 

普通障害者 特別障害者 合 計 

市長の事務部局 １，６７６ ２０．５ ２３ ４３．５ 

教育委員会の事務部局 ４２９ ７ ６ １３ 

 

 (2) 職員数の状況 

  ア 職員定数及び職員数 

    令和４年４月１日現在の任命権者ごとの職員の条例定数及び職員数の状況は、次のとお

りです。 

（単位：人） 

区       分 条例定数 職員数 

市長の事務部局（病院局を除く。）の職員 １，６００ １，１６８ 

病院局の職員 ２５０ ２４５ 

議会の事務局の職員 １２ １１ 

選挙管理委員会の事務局の職員 ７ ６ 

監査委員の事務局の職員 ７ ６ 

農業委員会の事務局の職員 １１ １０ 

教育委員会の事務局及び教育委員会の所管に

属する学校以外の教育機関の職員 
２００ １３８ 

教育委員会の所管に属する学校の職員 １６５ ９２ 

合   計 ２，２５２ １，６７６ 

（注）上記表には、特別職を含みません。また、職員数には、自治法派遣職員（２０名）を含みません。 

 

イ 定員適正化計画の進捗状況 

東日本大震災の発災以降、速やかな復旧・復興を最優先し、増大する震災関連事業の実

施に必要となる職員配置に取り組んできましたが、復旧・復興事業の収束を見据え、令和

２年１１月に令和２年度から令和６年度までの５年間を計画期間とする「石巻市職員定員

適正化計画」を策定しました。現在、適正な職員数の実現に向けた具体的取組を進めてい

るところですが、計画職員数を下回る職員数で推移しています。 

今後、複雑化かつ多様化する行政政課題や市民ニーズへの対応及び定年年齢の引上げ等

の影響を踏まえ、次期計画の策定に向けて検討を進めていきます。 
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２ 職員の人事評価の状況 

  職員の昇任その他人事管理の基礎とするため、平成２８年度から能力・実績に基づく人事評

価制度を実施しています。基本的に全ての一般職員を対象としており、評価の種類は、業績評

価及び能力評価となっています。本人参画型の評価制度とするため、評価者の評価前に職員が

自己申告を行っています。 

  人事評価制度は、仕事の成果（業務目標の達成度）や顕在化した能力を期間ごと（業績評価：

半年、能力評価：１年）に評価することで、職員が自身の強み・弱みを客観的に把握し、主体

的な職務遂行の実現や自己啓発の促進が図られるようになるなど、人材育成と組織体制の強化

から行政サービスの向上につなげるマネジメントツールの１つとして活用されています。 

 

 

３ 職員の給与の状況 

(1) 総括 

ア 人件費の状況（普通会計決算） 

区 分 

住民基本 

台帳人口 

(令和３年度末) 

歳 出 額 

（Ａ） 
実質収支 

人件費 

（Ｂ） 

人件費率 

（Ｂ／Ａ） 

(参考) 

令和３年度 

の人件費率 

令和４年度 
人 

137,868 

千円 

119,002,426 

千円 

2,977,925 

千円 

11,390,444 

％ 

9.6 

％ 

7.4 

（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬等が含まれます。 

 

イ 職員給与費の状況（普通会計決算） 

区 分 
職員数 

（Ａ） 

給  与  費 １人当たり 

給与費 

（Ｂ／Ａ） 
給 料 職員手当 期末・勤勉手当 

計 

（Ｂ） 

令和４年度 
人 

1,330 

千円 

4,894,080 

千円 

1,076,528 

千円 

1,879,031 

千円 

7,849,639 

千円 

5,902 

（注）１ 職員手当には、退職手当組合負担金は含まれません。 

２ 職員数は、令和４年４月１日現在の人数です。 

３ 職員数及び給与費には、会計年度任用職員は含まれません。 

４ 単位未満を四捨五入しているため、内訳の計と合計が一致しない場合があります。 

 

ウ ラスパイレス指数の状況（令和４年４月１日現在） 

石 巻 市 類似団体平均 全国市平均 

９６．３ ９９．０ ９８．７ 

（注）１ ラスパイレス指数は、国家公務員の給与水準を１００とした場合の地方公務員の給与水 

準を示す指数です。 

２ 類似団体平均は、人口規模、産業構造が類似している団体のラスパイレス指数を単純平

均したものです。 
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 (2) 職員の平均給与月額、初任給等の状況 

ア 職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（令和４年４月１日現在） 

(ｱ) 一般行政職 

区 分 平 均 年 齢 平均給料月額 ※１ 平均給与月額 

一般行政職 45.0歳 310,707円 
※２ 395,650円 

※３ 331,511円 

※１ 「平均給料月額」は、令和４年４月１日現在における職員の基本給の平均です。 

※２ 「平均給与月額」の上段は、給料月額と毎月支払われる扶養手当、住居手当、通勤手当、時間

外勤務手当などの全ての諸手当の額を合計したものであり、地方公務員給与実態調査において明

らかにされているものです。 

※３ 「平均給与月額」の下段は、国家公務員の平均給与月額には時間外勤務手当、特殊勤務手当等

の手当が含まれていないことから、比較のため国家公務員と同じベースで再計算したものです。 

（注）上記※１～３は、次表においても同様です。 

 

(ｲ) 技能労務職 

区  分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 

全  体 54.1歳 304,271円 
325,089円 

313,724円 

 

 
うち清掃職員 54.6歳 297,945円 

313,023円 

302,309円 

うち学校給食調理員 51.9歳 323,437円 
354,610円 

337,068円 

うち用務員 55.3歳 306,434円 
324,590円 

317,093円 

うち自動車運転手 57.8歳 263,267円 
313,513円 

268,683円 

うちその他 53.4歳 301,580円 
318,456円 

310,080円 

 

イ 職員の初任給の状況（令和４年４月１日現在） 

（単位：円） 

区    分 石 巻 市 宮 城 県 国 

一 般 

行政職 

大学卒 182,200 189,600 182,200 

短大卒 163,100 169,800 163,100 

高校卒 150,600 155,700 150,600 
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ウ 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（令和４年４月１日現在） 

（単位：円）  

区    分 
経験年数 

１０年 

経験年数 

２０年 

経験年数 

２５年 

経験年数 

３０年 

一 般 

行政職 

大学卒 256,564 333,482 369,408 393,429 

短大卒 － － － － 

高校卒 239,344 299,725 324,225 374,872 

技 能 

労務職 

高校卒 － － － － 

中学卒 － － 296,900 312,467 

 

(3) 一般行政職の級別職員数等の状況 

ア 一般行政職の級別職員数の状況（令和４年４月１日現在） 

区 分 標準的な職務内容 職 員 数 構 成 比 前年の構成比 

１ 級 主事 ７３人 ８．３％ ９．６％ 

２ 級 主事 ７９人 ９．０％ ９．３％ 

３ 級 係長・主査・主任主事 ３０３人 ３４．４％ ３４．５％ 

４ 級 主幹 １１９人 １３．５％ １３．０％ 

５ 級 課長補佐 １８１人 ２０．６％ １８．３％ 

６ 級 課長 ７８人 ８．９％ ９．７％ 

７ 級 次長 ２８人 ３．２％ ３．１％ 

８ 級 部長 １９人 ２．１％ ２．５％ 

合   計 ８８０人 １００．０％ １００．０％ 

   （注）１ 石巻市職員の給与に関する条例に基づく給料表の級区分による職員数です。 

２ 標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。 
 
 

イ 昇給への勤務成績の反映状況 

    平成１８年度に給与構造改革を実施し、昇給幅の細分化を図り勤務成績に応じて昇給区

分を決定しています。人事評価制度の評価結果を反映する仕組みについては現在、検討中

です。 
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（注）石巻市立病院及び牡鹿病院を除きます。 

 

(4) 職員の手当の状況（令和４年度） 

ア 期末手当・勤勉手当 

石巻市 宮城県 国 

１人当たりの平均支給額 

1,402 千円 

１人当たりの平均支給額 

1,673 千円 
－ 

（支給割合） 

 期末手当  勤勉手当 

 2.40 月分   2.00 月分 

 (1.35 月分)  (0.95 月分) 

（支給割合） 

 期末手当  勤勉手当 

 2.40 月分   2.00 月分 

 (1.35 月分)  (0.95 月分) 

（支給割合） 

 期末手当  勤勉手当 

 2.40 月分   2.00 月分 

 (1.35 月分)  (0.95 月分) 

（加算措置の状況） 

 職制上の段階、職務の等級に

よる加算措置 

・役職加算 5～15％ 

 

（加算措置の状況） 

 職制上の段階、職務の等級に

よる加算措置 

・役職加算 5～20％ 

・管理職加算 15～25％ 

（加算措置の状況） 

 職制上の段階、職務の等級に

よる加算措置 

・役職加算 5～20％ 

・管理職加算 10～25％ 

（注） (  )内は、再任用職員に係る支給割合です。 

 

イ 退職手当（令和４年４月１日現在） 

石    巻    市 国 

（支給率）  自己都合  勧奨・定年 

勤続20年  19.6695月分  24.586875月分 

勤続25年   28.0395月分  33.27075月分 

勤続35年   39.7575月分  47.709月分 

最高限度額  47.709月分   47.709月分 

その他の加算措置 

定年前早期退職特例2％～20％加算 

１人当たり平均支給額（令和４年度） 

自己都合等  3,066千円 

勧奨・定年 20,069千円 

（支給率） 自己都合  応募認定・定年 

勤続20年  19.6695月分  24.586875月分 

勤続25年   28.0395月分  33.27075月分 

勤続35年   39.7575月分  47.709月分 

最高限度額  47.709月分   47.709月分 

その他の加算措置 

定年前早期退職特例3％～45％加算 

 

 

 

（注）１人当たり平均支給額は、令和４年度に退職した全職種に係る職員に支給された平均額です。 

 

ウ 地域手当（令和４年４月１日現在） 

支 給 対 象 地 域 
支給対象 

職員数 

支  給  率 

石 巻 市 国 

東京都特別区に在勤する職員 １人 ２０％ ２０％ 

仙台市に在勤する職員 ３人  ６％  ６％ 

医  師 ２人 １６％ １６％ 

支給実績（令和４年度決算） ３，７０１千円 

支給職員１人当たり平均支給年額 

（令和４年度決算） 
  ６１６，８４６ 円 
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エ 特殊勤務手当 

手当の名称 支給対象職員 主な支給対象業務 
左記職員に対する 

支給単価 

防疫業務手当 
健康部等に所属する職

員 

感染症患者の救護、家

畜伝染病の防疫等 
１回 550 円～4,000 円 

福祉業務手当 
社会福祉事務所保護課

に所属する職員 
生活保護措置事務 月額 7,000 円以内 

不快業務手当 
夜間急患センター等に

勤務する職員 
死体の清拭等 １体 1,000 円 

医療業務手当 
夜間急患センターに勤

務する医師 
医療業務 月額 380,000 円以内 

医療技術手当 
雄勝歯科診療所に勤務

する医師 
医療業務 予算に定める額 

医師手当 
雄勝・橋浦診療所に勤

務する医師等 
医療業務 月額 350,000 円以内 

研究手当 
雄勝歯科診療所に勤務

する医師等 
医療業務 

給料月額の 20%以内又

は予算に定める額 

放射線取扱手当 

夜間急患センター及び

田代診療所に勤務する

診療放射線技師等 

エックス線その他放射

線を人体に対して照射

する作業に従事した場

合 

月額 7,000 円 

夜間看護手当 

夜間急患センター及び

田代診療所に勤務する

看護師等 

深夜において行われる

看護業務 

勤務１回につき 

7,300 円以内 

緊急医療従事手当 
夜間急患センターに勤

務する医師及び技師等 
緊急の医療業務 

勤務１回につき 

12,000 円以内 

除雪業務手当 
施設維持事務所等に勤

務する職員 

勤務時間以外の時間に

おける除排雪等の業務 
１日 550 円 

危険作業手当 
建設部等に所属する職

員 

高所及び深所における

危険作業に従事した場

合 

１日 310 円以内 

往診手当 
雄勝・橋浦診療所に勤

務する医師 
往診業務 月額 350,000 円以内 

過疎地域診療手当 
夜間急患センターに勤

務する医師 

田代・寄磯・雄勝・橋浦

診療所における診療業

務 

１日 10,000 円 

災害業務手当 全職員 

災害対策本部の指示に

より屋外で２時間以上

にわたり災害業務に従

事した場合 

１日 550 円以内 

特殊歯科治療業務

手当 
歯科医師 

障害児者の歯科治療の

推進及び障害児者の２

次歯科治療に従事した

場合 

月額 100,000 円以内 

入学者選抜業務手

当 

市立高等学校に所属す

る職員 
入学者を選抜する業務 １日 1,000 円 
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手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務 
左記職員に対する 

支給単価 

教員特殊業務手当 
市立高等学校に所属す

る職員 

非常災害時の生徒の保

護、修学旅行、部活動の

引率指導等 

1 日 2,700 円～16,000

円 

教育業務連絡指導

手当 

市立高等学校に所属す

る職員 

教務主任等が行う連絡

調整、指導助言等 
日額 200 円 

支給実績（令和４年度） ２９，４５１千円 

支給職員１人当たりの平均支給年額（令和４年度） ３１０，０１２ 円 

職員全体に占める手当支給職員の割合（令和４年度） ６．５％ 

手当の種類（手当数） １９種類 

（注）石巻市立病院及び牡鹿病院を除きます。 

 

オ 時間外勤務手当 

支給実績（令和４年度決算） ６３５，８６１千円 

支給職員１人当たり平均支給年額（令和４年度決算） ５２２千円 

支給実績（令和３年度決算） ６６０，２０９千円 

支給職員１人当たり平均支給年額（令和３年度決算） ５２４千円 

（注）石巻市立病院及び牡鹿病院を除きます。 
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カ その他の手当 

区分 内     容 
国の制度

との同異 

国の制度

と異なる

内容 

支給実績

(令和４年

度決算) 

支給職員１

人当たり平

均支給年額 

(令和４年度

決算） 

扶
養
手
当 

・配偶者             6,500 円 

・子            10,000 円 

・配偶者以外の扶養親族    6,500 円 

※扶養親族である子のうち、満 15 歳に 

達する日後の最初の 4月 1 日から満 

22 歳に達する日以後の最初の 3月 31 

日までの間にある子 1人につき 5,000 

円加算 

同 無 

千円 

 

 
 

132,670 

円 

 

 
 

225,246 

住
居
手
当 

・月額 27,000 円以下の家賃を支払って

いる場合 家賃の月額から 16,000 円

を控除した額 

・月額 27,000 円を超える家賃を支払っ

ている場合 家賃の月額から 27,000

円を控除した額の２分の１（限度額

17,000 円）に 11,000 円を加算した額 

同 無 

千円 

 

 
 

 77,185 

円 

 

 
 

268,937 

通
勤
手
当 

・交通機関等利用者  

最高支給限度額       55,000 円 

・交通用具利用者（交通用具のみ） 

片道 2km 以上 5km 未満   2,000 円 

片道 5km 以上 10km 未満  4,200 円 

片道 10km 以上 15km 未満  7,100 円 

片道 15km 以上 20km 未満 10,000 円 

片道 20km 以上 25km 未満 12,900 円 

片道 25km 以上 30km 未満  15,800 円 

片道 30km 以上 35km 未満 18,700 円 

片道 35km 以上 40km 未満 21,600 円 

片道 40km 以上 45km 未満 24,400 円 

片道 45km 以上 50km 未満 26,200 円 

片道 50km 以上 55km 未満 28,000 円 

片道 55km 以上 60km 未満 29,800 円 

片道 60km 以上      31,600 円 

同 無 

千円 

 

 

 

 

 

 

 

125,577 

円 

 

 

 

 

 

 

 

 91,729 
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(5) 特別職の報酬等の状況（令和４年度）  

区  分 給 料 月 額 等 

給

料 

市 長 1,000,000 円 

副市長 811,000 円 

教育長 705,000 円 

議
員
報
酬 

議 長 545,000 円 

副議長 481,000 円 

議 員 444,000 円 

期
末
手
当 

市 長 支給割合：年間 3.30 月 

加算措置：有 副市長 

議 長 

支給割合：年間 3.30 月 

加算措置：有 
副議長 

議 員 

退
職
手
当 

市 長 
算定方式：100 分の 44×在職月数 

支給時期：任期毎に支給 

副市長 
算定方式：100 分の 26×在職月数 

支給時期：任期毎に支給 

 

 

４ 職員の勤務時間その他の勤務条件の状況 

職員の勤務時間その他の勤務条件は、国及び他の地方公共団体の職員との均衡を考慮して条

例等で定めています。 

(1) 勤務時間及び休憩時間の状況（令和４年４月１日現在） 

1 週間の勤務時間 開始時刻 終了時刻 休憩時間 

３８時間４５分 

（１日７時間４５分） 
午前８時３０分 午後５時 

正午から 

午後０時４５分まで 

 

(2) 年次有給休暇の取得状況（令和４年度中） 

区  分 平均取得日数 

市長の事務部局 １１日 ３時間５２分 

教育委員会の事務部局 １３日    ２７分 

その他 １１日 ６時間５８分 

合 計（平均） １１日 ５時間３４分 
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(3) 時間外勤務及び休日勤務の状況（令和４年度中） 

時間外・休日勤務総時間数 職員１人当たり時間外・休日勤務時間数 

２６０，３５１時間 １９３．２８時間 

※職員１人当たりの時間外・休日勤務時間数は令和４年度中、在職職員（派遣職員・退職者 

含む）のうち、管理職手当支給職員及び教員を除いた職員１人当たりの時間数である。 

 

(4) 特別休暇制度の状況（令和４年４月１日現在） 

休 暇 の 種 類 付与日数・期間 

選挙権その他の公民権の行使 必要と認められる期間 

裁判員、証人、鑑定人、参考人等としての裁判所

等への出頭 
必要と認められる期間 

骨髄移植のための骨髄等の提供希望者としての

登録の申出又は提供に伴い必要な検査、入院等 
必要と認められる期間 

ボランティア活動 一の年度において５日以内 

結婚する場合 連続する７日以内 

不妊治療を受けるとき 
一の年度において５日以内（頻繁な通

院を必要とする場合は、さらに５日） 

妊娠に起因する障害（つわり） １０日以内で必要と認められる期間 

妊娠中の通勤混雑緩和 １日を通じて１時間を超えない範囲 

母子保健法による保健指導又は健康診査 必要と認められる期間 

妊娠中の健康保持のための休息又は補食 必要と認められる期間 

妊娠１２週間未満の流産 １０日以内で必要と認められる期間 

産前休暇 
産前８週間以内 

(多児妊娠１４週間以内) 

産後休暇 産後８週間 

生後満１歳に達しない子の育児 １日２回各１時間の範囲 

妻が出産する場合で子を養育するとき ５日以内 

生理日において業務困難な場合 ２日以内 

妻の出産（予定日１４日前から産後１４日の間） ２日以内 

３歳に達する日以後の最初の３月３１日までの

子の健康診査、予防接種等の介助 
必要と認められる期間 

小学校就学前の子の看護 
一の年度において５日以内（小学校就

学前の子が２人以上の場合は１０日） 

日常生活を営むのに支障がある者の介護 
被介護者ごとに一の年度において５

日以内 
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休 暇 の 種 類 付与日数・期間 

親族が死亡した場合 
死亡した親族に応じ１日から１０日

まで 

父母、配偶者、子の追悼のための特別な行事 １日以内 

夏季における心身健康維持増進等 ７月から９月までの期間に５日 

災害、交通機関等の事故時の不可抗力 必要と認められる期間 

結核性疾患による勤務軽減 必要と認められる期間 

通信教育等の面接授業への出席 必要と認められる期間 

職務遂行に必要な資格試験等を受ける場合 必要と認められる期間 

国、県、市町村その他公共団体からの表彰 必要と認められる期間 

公共団体主催の運動競技会への選手又は役員 必要と認められる期間 

職務に関連がある海外視察、派遣団への参加 必要と認められる期間 

その他任命権者が特に必要と認める場合 承認を得た期間 

 

(5) 育児休業等取得の状況（令和４年度中） 

（単位：人） 

区   分 
育児休業取得者 部分休業 

取得者 

育児短時間 

勤務取得者 取得可能者 取得者 

市長の事務部局 

男性

職員 

 ４   

１８ ３   

女性

職員 

 ５６ ４４  

２３ ２３ １４ 

 

 

教育委員会の 

事務部局 

男性

職員 

    

１    

女性

職員 

 ７ ６  

３ ３ ６  

その他 

男性

職員 

    

１    

女性

職員 

 １ 

１１ 

 

  

１  １   

計 

男性

職員 

 ４   

２０ ３   

女性

職員 

 ６４ ５０  

２７ ２７ ２０  

（注）上段 令和４年度中の取得者 

下段 令和４年度に新たに取得した者 
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５ 職員の分限及び懲戒処分の状況 

(1) 分限処分の状況 

分限処分とは、勤務実績不良の場合、心身の故障の場合、その職に必要な適格性を欠く場

合等において、公務能率の維持及び適正な行政運営の確保を図るために行われる処分です。 

令和４年度の分限処分は、次のとおりです。 

(単位：人) 

区   分 降任 免職 休職 降給 計 

市長の事務部局   １０  １０ 

 

勤務実績が良くない場合      

心身の故障の場合   １０  １０ 

職に必要な適格性を欠く場合      

職制、定数の改廃、予算減少により廃職、過員を生じた場合      

刑事事件に関し起訴された場合      

条例で定めた事由による場合      

教育委員会の事務部局   ４  ４ 

 

勤務実績が良くない場合      

心身の故障の場合   ４  ４ 

職に必要な適格性を欠く場合      

職制、定数の改廃、予算減少により廃職、過員を生じた場合      

刑事事件に関し起訴された場合      

条例で定めた事由による場合      

その他      

 

勤務実績が良くない場合      

心身の故障の場合      

職に必要な適格性を欠く場合      

職制、定数の改廃、予算減少により廃職、過員を生じた場合      

刑事事件に関し起訴された場合      

条例で定めた事由による場合      

合 計   １４  １４ 
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(2) 懲戒処分の状況 

懲戒処分とは、法令違反や職務上の義務違反、全体の奉仕者としてふさわしくない非行な

ど、一定の義務違反を行った職員に対して、公務の規律と秩序維持を目的として行われる処

分です。 

令和４年度の懲戒処分の状況は、次のとおりです。 

（単位：件） 

区   分 戒告 減給 停職 免職 計 

市長部局  １   １ 

 

法令に違反した場合  １   １ 

職務上の義務違反又は職務を怠った場合      

全体の奉仕者としてふさわしくない非行のあった場合      

教育委員会の事務部局 ２    ２ 

 

法令に違反した場合      

職務上の義務違反又は職務を怠った場合 ２    ２ 

全体の奉仕者としてふさわしくない非行のあった場合      

その他      

 

法令に違反した場合      

職務上の義務違反又は職務を怠った場合      

全体の奉仕者としてふさわしくない非行のあった場合      

合 計 ２ １   ３ 

 

法令に違反した場合  １   １ 

職務上の義務違反又は職務を怠った場合 ２    ２ 

全体の奉仕者としてふさわしくない非行のあった場合      

 

 

６ 職員の服務の状況 

(1) 職務専念義務免除の状況 

職務専念義務は、次の場合に限り免除されます。 

ア 職員団体等の適法な交渉へ参加する場合 

イ 研修を受ける場合 

ウ 厚生に関する計画の実施に参加する場合 

エ 公民権を行使する場合 

オ 証人等として裁判所、議会等出頭する場合 
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カ 特別職又は他の地方公共団体の職を兼ね、従事する場合 

キ 市行政の運営上特に必要な団体の役職員の職に従事する場合 

ク 措置要求等及びその審査のため出頭を求められた場合 

 

 (2) 営利企業等従事許可の状況（令和４年度中） 

営利企業等への従事に関しては、職員の営利企業等への従事の許可に関する規則により許

可基準を定め、運用しています。 

（単位：件） 

区   分 
市長の 

事務部局 

教育委員会

の事務部局 
その他 計 

営利を目的とする会社、その他の団

体の役員、顧問、評議員及びこれに準

ずる職員の地位を兼ねる場合 

    

自ら営利を目的とする私企業を営む

場合 
    

報酬を得て事業又は事務に従事する

場合 
３２ ５  ３７ 

合   計 ３２ ５  ３７ 

 

 

７ 職員の退職管理の状況 

 (1) 退職管理の概要 

地方公務員法第３８条の２の規定により、職員が離職後、営利企業等の地位に就いた場合、

離職前５年間に在職していた地方公共団体の執行機関等の組織に対し、営利企業等との間で

締結される売買、賃貸、請負等の契約等に関する事務であって、離職前５年間の職務に属す

るものに関し、離職後２年間、職務上の行為をするように、又はしないように要求・依頼し

てはならないとされています。 

また、職員は再就職者による依頼等があった場合、公平委員会に届け出なければならない

とされています。 

    石巻市では適正な退職管理のため、石巻市職員の退職管理に関する規則を定め、職務の公

平な執行及び住民の信頼確保に努めています。 

  

(2) 承認申請書及び再就職者による依頼等の届出件数（令和４年度中） 

  ア 地方公務員法第３８条の２第６項第６号の規定による承認申請書の届出件数 

    ０件 

  イ 地方公務員法第３８条の２第７項の規定による再就職者による依頼等の届出件数 

    ０件 
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８ 職員の研修の状況 

石巻市人材育成基本方針では、『求められる職員像』を次のように定めて、その実現に向け

て、中長期的な視点に立ち人材育成の推進に努めています。 

○「市民感覚を有する職員」 

○「チャレンジ精神を有する職員」 

○「経営感覚を有する職員」 

○「豊かな人間性を有する職員」 

○「危機管理意識を有する職員」 

 

職員研修は、石巻市人材育成基本方針の中でも、人材育成の中心的手法と位置付けており、

体系的・効果的に研修を実施し、人材育成の推進を図りました。 

なお、職員研修には、集合研修、派遣研修、職場研修及び自主研修があります。 

 

(1) 集合研修 

集合研修は、職階や職種ごとに必要とされる基本的能力や知識を習得させることを目的と

して行うもので、階層別研修と特別研修があります。 

区 分 内  容 回 数 受講者 

階層別研修 
新規採用職員研修、新任主査級研修、新任

課長補佐研修、新任課長研修等 
４１回 １８７人 

特 別 研 修 

メンタルヘルス研修、ハラスメント研修、

文書主任研修、管理職マネジメント研修、

リスクマネジメント研修、業務改善研修、

データ分析活用研修、人事評価研修、飲酒

運転根絶研修、２市１町管理職研修、係長

対象特別研修 

２８回 １，１７６人 

 

(2) 派遣研修（資格取得講習を含む。） 

派遣研修は、日常とは異なる環境での「体験」を通して、先進的でより高度な専門知識や

技術を習得することを目的として行うものです。 

区 分 内  容 回 数 受講者 

派遣研修 

市町村アカデミー研修所、全国市町村文化

研修所、防火・防災管理者講習、エネルギ

ー管理講習、自衛消防業務新規講習、危険

物取扱者保安講習等 

６９回 １２９人 

 

(3) 職場研修 

職場研修（ＯＪＴ）とは、日常業務を通じ、職場の上司や先輩が部下や後輩に対し計画的、
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継続的に教育指導することであり、職員研修の基本となるものです。 

区 分 内  容 回 数 受講者 

職場研修 ＯＪＴ研修 ４回 １１０人 

 

(4) 自主研修 

自主研修は、職員自らの意思で能力の開発・向上のために学習するもので、各種研修セミ

ナー、通信教育等の情報提供に努めるほか、自主的なグループ研究活動や通信教育受講に対

する支援制度の整備を図るものです。 

 

 

９ 職員の福祉及び利益の保護の状況 

(1) 職員の健康診断の状況（令和４年度中） 

  （単位：人） 

区    分 受  診  者 

定期健康診断 １，１５３ 

人間ドック ４５８ 

胃がん検診 ７００ 

大腸がん検診 ７９１ 

乳がん検診 ２６７ 

子宮がん検診 ４８３ 

情報機器作業健康診断 １３ 

結核検査 １，１３２ 

 

(2) 公務災害補償の状況（令和４年度中） 

（単位：件） 

加 入 団 体 発生件数 認定件数 災害の概要 

地方公務員災害補償基金宮城県支部 ３ ３ 公務災害 ３ 
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１０ 勤務条件に関する措置の要求の状況 

事案名 
措置要求 

年 月 日 
措置要求者 要求の概要 

処理年月日及び 

処 理 経 過 等  

該当なし     

 

 

１１ 不利益処分に関する審査請求の状況 

事 案 名 
審査請求 

月  日 

審 査 

請求人 
処分者 

処分の 

内 容 
処分理由 

処理年月日及び 

処 理 経 過 等  

該当なし       

 

 

１２ その他公平委員会の業務の内容 

(1) 管理職員等の範囲の指定 

  ア 管理職員等の範囲を定める規則による指定の有無    ○有  ・ 無 

  イ 管理職員等の範囲の変更等件数    １件 

  

(2) 職員団体間の登録、変更登録、登録取消等 

職 員 団 体 

の 名 称 
登 録 年 月 

事 務 所 の 

所 在 地 

法人となる

旨 の 申 出 

年 度 中 の 

変 更 登 録 状 況 
備考 

石 巻 市 職 員 

労 働 組 合 
昭和 41 年 11 月 

石巻市穀町 

14 番１号 

有 

（平成 14 年 8 月 27 日） 

有 

登録事項の変更 

（役員改選） 

（令和５年３月２９日） 

 

石巻市会計年

度任用職員等

労 働 組 合 

令 和 ２ 年 ７ 月 
石巻市穀町 

14 番１号 
無 

有 

登録事項の変更 

（役員改選） 

（令和５年３月２９日） 

 

 

 


